
あ
と

が
き

昭
和
四
十
六
年
七
月、
苫
小
牧
市
史
は
『上
巻
』、

『下
巻
』、

『資
料
編』
に
よ
って
構
成
し、
四
十
八
年
八
月
の
本
市
開
基
百
年

に
は
『上
巻
』
を
発
刊
す
る
計
画
の
も
と
、
堀
江
敏
夫
編
集
長
、佐
藤
一
夫
編
さ
ん
員、扇

谷
昌
康
編
さ
ん
員
に
よ
る
新
編
さ
ん
体
制
に
よ

って
進
め
る
こ
と
に
な
った
。

し
か
し
な
が
ら
、
調
査、
史
料
(資
料)
収
集
に
は
幾
多
の
困
難
が
あ
り、
当
初
予
定
し
た
昭
和
四
十
八
年
八
月
の
『上
巻
』
発
刊
は

難
し
い
も
の
と
な
り
、
こ
れ
を
一
年
遅
ら
せ、
開
基
百
年
に
は
『目
で
み
る
苫
小
牧
の
百
年
』
を
そ
の
記
念
誌
と
し
て
発
刊
す
る
こ
と
に

し
た
の
で
あ
る
。
な
お、
同
四
十
九
年
四
月
に
は
『下
巻
』
お
よ
び
『資
料
編』
の
作
業
を
進
め
る
べ
く
神
田
正
五
編
さ
ん
員
が
加
わ
っ

た
。

げ
ろ

昭
和
四
十
六
年、
四
十
七
年
に
は
調
査
、
史
料
(資
料
)
収
集
に
全
力
を
お
き
、
高
知
県
高
知
市、
岐
阜
県
下
呂
町、
東
京
都
(八
王

子
市
、
国
立
国
会
図
書
館、
内
閣
文
庫、
文
部
史
料
館)、

宮
城
県
仙
台
市、
青
森
県
弘
前
市、
函
館
市、
札
幌
市、
江
別
市、
釧
路
市、

室
蘭
市
な
ど
に
お
よ
ん
だ
。
四
十
八
年
に
は
執
筆
と
調
査
を
平
行
し
て
行
い、
四
十
九
年
に
は
本
格
的
な
執
筆
に
入
っ
た
。

執
筆
に
あ
た
っ
て
は、
本
市
の
歴
史
的
特
徴
に
主
眼
を
お
き、
全
体
的
視
野
に
立
っ
て
苫
小
牧
の
占
め
る
位
置、
道
史
と
のつ
な
が
り
、

関
連
性
を
、
さ
ら
に
住
民
活
動
面
に
お
け
る
そ
れ
ま
で
も
描
き
、
そ
の
中
で
の
制
度
や
法
規
面
に
お
け
る
諸
事
項
ま
で
と
思
った
が、
こ

れ
ら
に
つ
いて
は
調
査
不
充
分
な
ど
も
あ
って
満
足
な
も
の
と
は
い
え
な
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
った
。

あ
と
が
き

1903



苫
小
牧
市
史
上
巻

ま
た
、
各
編
に
お
い
て
執
筆
方
法
が
若
干
異
な
る
点
も
あ
る
が、
こ
れ
は
各
編
さ
ん
員
の
史
観
と
持
ち
味
を
生
か
し
、
著
し
い
統
一
性

を
欠
く
も
の
の
ほ
か
は、
こ
れ
を
尊
重
し
た
。

各
担
当
編
さ
ん
員
は
第
一
編
自
然
環
境、第二

編
先
史
時
代
を
佐
藤
一
夫
編
さ
ん
員
、第三
編
ア
イ
ヌ
時
代、
第
四
編
幕
藩
時
代
を
扇谷

昌
康
編
さ
ん
員
、
第
五
編
行
政
史
、
第
六
編
産
業
史
を
堀
江
敏
夫
編
集
長
が
あ
た
り
、
各
編
に
お
い
て
調
査
員
な
ど
に
よ
る
部
分
執
筆

を
う
け
た
が、
こ
れ
ら
の
中
に
は
担
当
編
さ
ん
員、
編
集
長
に
お
いて
削
除、
補
足
執
筆し
た
部
分
が
あ
った
。
な
お、
各
執
筆
者
は
次

の
と
お
り
で
あ
る
。苫
小
牧
市
史

上巻
執
筆
者
一覧

第
二
編

先
史
時
代

自
然
環
境

第
一
編

編
名

遺
跡
お
よ
び
遺
物

概 動 植

火
山
と
地
震

地
質
と
地
史 候

位
置
と
面
積

章
節
名

執
筆

者

佐
藤
一
夫

佐
藤
一
夫

編
さ
ん
員
神
田
正
五

調
査
員
中
居
正
雄

藤
田
郁
男

調
査
員
藤
田
郁
男

佐
藤
一
夫

佐
藤
一
夫

編
さ
ん
員
佐
藤
一
夫

苫
小
牧
郵
便
局
貯
金
課

恵
庭
南
高
校
教
諭

砂
川
北
高
校
教
諭

苫
小
牧
市
青
少
年
セン
タ
ー
学
芸
員

備
考
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地

説
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第
六
編

産
業
史

第
五
編

行
政
史

幕
藩
時
代

第
四
編

第
三編
ア
イ
ヌ
時
代

農
林
水
産
業
の
変
遷

工
業
と
鉱
業
の
変
遷

人
口
と
町
名
地
番

財
政
と
議
会

行
政
制
度
の
変
遷

幕
府
再
直
轄
と
勇
払

松
前
家
復
領
と
勇
払

勇
武
津不
動と
千
人
同心
墓碑

八王
子
千
人
同
心の
移
住

幕
府
直
轄
と
勇
払

松
前
藩
と
勇
払

苫
小
牧
地
方
の
ア
イ
ヌ

和
人
の
蝦
夷
地
進
出
と
ア
イ
ヌ

編
さ
ん
員
扇
谷
昌
康

扇
谷
昌
康

堀
江
敏
夫

堀
江
敏
夫

堀
江
敏
夫

堀
江
敏
夫

編
集
長
堀
江
敏
夫

扇
谷
昌
康

扇
谷
昌
康

調
査
員
菊
池
新
一

扇
谷
昌
康

扇
谷
昌
康

北
海
道
栄
養
短
大
教
授

苫
小
牧
東
中
学
校
教
諭

苫
小
牧
市
市
史
編
さ
ん
係
長

市
史
の
史
料
(資
料)
収
集
に
あ
た
っ
て
は
関
係
機
関
の
ご
協
力
と
市
民
各
位
の
ご
援
助
に
よ
っ
て
相
当
数
に
の
ぼ
り
、
い
ざ
執
筆
に

入
る
と
こ
の
史
料
も
あ
の
資
料
も
捨
て
が
た
い
と
い
う
こ
と
で、
市
史
編
さ
ん
委
員
会
に
提
出
し
た
草
稿
は
か
な
り
ぼ
う
大
な
も
の
と
な

っ
た
が
、
規
定
の
ペー
ジ
数
も
あ
り
、
縮
小
の
や
む
な
き
に
い
た
っ
た
。
市
史
上
巻
で
は
当
初
一
、
六
〇
〇
ペ
ー
ジ
と
い
う
こ
と
に
な
っ

て
いた
が、そ

の
後
に
お
いて
一
章
を
ふ
や
し
た
い、あ

の
個
所
を
補
足
執
筆
し
た
い
、
よ
い
写
真
が
見
つ
か
った
か
ら
、
図
版
も
入
れ
た

いと
い
う
こ
と
で、
相
当
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
に
な
っ
て
し
ま
っ
た。

あ
と
が

き
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苫
小
牧
市
史
上
巻

新
編
さ
ん
体
制
に
入
っ
て
作
業
を
進
め
て
から
三
年
半、
ここ
に
よ
う
や
く
『苫
小
牧
市
史
上
巻
』
の
発
刊
と
な
った
が、
こ
れ
に
よ

り
佐
藤、
扇
谷
両
編
さ
ん
員
の
分
担
は
す
べ
て
完
了
し、
今
後
『下
巻
』
、
『資
料
編』
に
つ
い
て
は
堀
江
編
集
長、
神
田
編
さ
ん
員
を

中
心
に
進
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
間、
多
く
の
人
た
ち
か
ら
ご
支
援
と
ご
協
力
、
そ
し
てご
指
導
と
ご
助
言
を
う
け
た
が
、
と
り
わ
け
本
市
史
監
修
者
で
あ
る
高
倉

新
一
郎
先
生
に
は
終
始
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
を
い
た
だ
き、ま

た
、編
さ
ん
委
員
の
み
な
さ
ま
に
は

貴
重
な
ご
意
見
や
い
ろ
いろ
と
お
世
話
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、今
後
と
も
相
変
わ
ら
ず
ご
指
導
と
ご
鞭

撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

昭
和
五
十
年
三
月
二
十
日

苫
小
牧
市
史
編
さ
ん
室

1906



常
出
版市
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昭
和
五
十
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三
月
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日
発
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